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▽
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問
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６
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。

　

詩
聖
と
称
さ
れ
る
北
原
白
秋
。
そ
の
偉

業
を
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、
詩
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の
関
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め
る
た
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秋
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入
賞
者
が
決

ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
40
都
道
府
県
か

ら
７
８
３
５
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５
５
編
が
入
選
し
ま
し
た
。
特
選
と
市

内
の
入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
（
カ
ッ

コ
内
は
、
学
校
名
と
学
年
。
敬
称
略
）。

文
部
科
学
大
臣
賞　

渡
辺
圭
二
郎
（
大
牟

田
市
立
松
原
中
２
）

福
岡
県
知
事
賞　

榊
由
衣
（
和
歌
山
県
紀
の

川
市
立
安
楽
川
小
６
）、
石
橋
知
怜
（
大
牟

田
市
立
松
原
中
２
）、
古
閑
理
（
三
池
高
１
）

福
岡
県
教
育
委
員
会
賞　

齋
藤
美
桜
（
茨
城

大
学
教
育
学
部
付
属
小
６
）、松
本
穂
香
（
大

牟
田
中
１
）、
松
藤
真
理
子
（
伝
習
館
高
２
）

白
秋
生
家
保
存
会
賞　

鈴
木
萌
（
愛
知
県

蒲
郡
市
立
西
浦
小
３
）、
東
田
真
奈
実
（
宮

崎
県
宮
崎
市
立
東
大
宮
中
２
）、
大
沼
磨
利

音
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
日
本
語
補
習
授
業
校
高

校
１
）

伝
習
館
三
稜
会
賞　

水
口
満
里
花
（
広
島
大

学
付
属
小
４
）、
中
村
瑠
南
（
東
京
大
学
教

育
学
部
付
属
中
１
）、
松
本
良
子
（
西
蒲
池
）

西
日
本
新
聞
社
賞　

藤
吉
可
論
（
東
宮
永
小

１
）、
檀
知
里
（
昭
代
中
３
）、
江
良
も
も

こ
（
福
岡
県
立
特
別
支
援
学
校
福
岡
高
１
）

Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
賞　

田
中
凪
子
（
沖
縄

県
豊
見
城
市
立
座
安
小
２
）、梅
野
郁
美
（
福

岡
県
立
福
岡
視
覚
特
別
支
援
学
校
中
３
）、

河
野
由
梨
（
大
牟
田
高
１
）

　

盛せ
い 

夏か

汗
び
っ
し
ょ
り
の
イ
モ
ム
シ
。

風
鈴
は
止
ま
り
、

龍
が
見
下
ろ
す
川
が
消
え
た
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
泣
か
な
い
。

目
玉
焼
き
が
飛
び
跳
ね
、

鼻
息
の
荒
い
犬
が
す
わ
り
こ
ん
だ
。

「
夕
立
ち
だ
。」

無
人
の
車
が
エ
ン
ス
ト
を
起
こ
し
、

カ
ラ
ス
は
シ
ラ
け
て

「
カ
ァ
ー
」
と
鳴
く
。

白
ひ
げ
大
王
の
雲
が
怒
鳴
る
。

迷
い
子
の
ゴ
キ
ブ
リ
は

う
れ
し
そ
う
に
飛
ん
で
い
っ
た
。

ト
ン
ボ
は
プ
ー
ル
で
水
遊
び
。

ヤ
ゴ
の
出
番
は
来
な
い
の
か
。

僕
は
蚊
取
り
線
香
に
火
を
点
け
た
。

迷
路
の
終
点
は
な
い
。

文
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科
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賞
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賞
作
品

作者の紹介
　渡辺 圭二郎 君（大牟田市立松原中学校２年）

受賞コメント
　本当にうれしいです。国語の授業中に書いた詩なのです
が、あの７月の暑かった授業を思い出しました。このときの

テーマは「人間以外で、今、暑い思いをしているものは何だ

ろう？」で、窓の向こうの大きな木を見ていたら「イモムシ」

の姿が浮かび、後は頭に浮かんだものを一気に書きました。

応
募
総
数
は
７
８
３
５
編

渡
辺
圭
二
郎
君

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

（
大
牟
田
市
立
松
原
中
）

● 

市
内
入
選
者

● 

平
成
23
年
度 

白
秋
献
詩

● 

特
選

　北原白秋の命日である 11 月 2 日を中心に、市
内ではさまざまな文化行事や芸術行事が催されま
す。問い合わせは、市生涯学習課文化係（☎ 77・
8832）まで。

■水上パレード
○とき　11 月 1 日（火）～ 3日（木・祝）、各日
とも午後 6時出発
○ところ　柳川橋～かんぽの宿柳川付近（川下り
コース）　

【問】市観光協会（☎ 74・0891）
■白秋祭式典
○とき　11 月 2日（水）、午前 10時～正午
○ところ　白秋詩碑苑（柳川市立矢留小学校横）
■第 24 回柳川市総合美術展
○とき　10 月 30日（日）～ 11月 6日（日）、午
前 9時（初日は午前 9時 30 分）～午後 6時（最
終日は午後 5時まで）
○ところ　市民体育館
■第 41 回北原白秋顕彰短歌大会
○とき　11 月 2日（水）、午後１時～
○ところ　あめんぼセンターＡＶホール
■北原白秋生家・柳川市立歴史民俗資料館・旧戸
島家住宅無料開放
○とき　11 月 2日（水）、午前 9時～午後 5時
■白秋祭協賛市民文化祭
○とき　10 月 29日（土）～ 11月 6日（日）
○ところ　市民会館ほか
■大和町文化祭
○とき　11 月 19日（土）～ 20日（日）
○ところ　大和公民館
■三橋文化協会文化祭
○とき　10 月 22日（土）～ 23日（日）
○ところ　三橋公民館

白 秋 祭
関連イベント

　昭代地区の間で精密部品の切断用刃物を生産している株式
会社ファインテックは、西浜武の旧ＮＥＣ跡地（ルネサスセ
ミコンダクタ九州・山口株式会社福岡工場）を買収し、10
月に本社を同跡地に移転します。同社の製品は精密部品加工
の分野で高く評価されており、現在、世界シェアの 3割か
ら 4割を占めています。9月 26日には同社の本木敏彦社長
が市役所に金子市長を訪問。本木社長は将来的な事業の拡大
に向けた買収であることを明らかにし、「10年後には従業員
1000人規模の会社にしたい」と抱負を述べました。

ファインテック社が旧ＮＥＣ跡地に進出

　市と国土交通省九州地方整備局は、大雨や台風などで洪水
や高潮などの自然災害が発生する恐れがあるときに、被害の
拡大や二次災害の発生を未然に防ぐため、「大規模災害時の
応援に関する協定」を締結しました。調印式は 10月 3日に
市役所柳川庁舎で行われ、金子市長と松尾和巳筑後川河川事
務所長が、協定書に調印しました。協定の締結により、災害
が発生し大規模な被害が予想されるときは、市は県を経ず、
直接、国に支援の要請をすることができるようになり、防災
の専門家や物資の支援を受けられるようになります。

国土交通省と災害時の応援協定を締結

詩聖　北原白秋

ファインテックの移転に向け改修が進む旧ＮＥＣ社屋市長を中央に握手する松尾所長（右）と富山英範福岡国道事務所長


